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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

ⅠⅠⅠⅠ....理念理念理念理念にににに基基基基づくづくづくづく運営運営運営運営
1 （1） ○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義をふまえた事業所理
念をつくり、管理者と職員は、その理念を共有して
実践につなげている

2 （2） ○事業所と地域とのつきあい
利用者が地域とつながりながら暮らし続けられる
よう、事業所自体が地域の一員として日常的に交
流している

3 ○事業所の力を活かした地域貢献
事業所は、実践を通じて積み上げている認知症の
人の理解や支援の方法を、地域の人々に向けて
活かしている

4 （3） ○運営推進会議を活かした取り組み
運営推進会議では、利用者やサービスの実際、
評価への取り組み状況等について報告や話し合
いを行い、そこでの意見をサービス向上に活かし
ている

5 （4） ○市町村との連携
市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所
の実情やケアサービスの取り組みを積極的に伝
えながら、協力関係を築くように取り組んでいる

6 （5） ○身体拘束をしないケアの実践
代表者および全ての職員が「介指定基準における
禁止の対象となる具体的な行為」を正しく理解して
おり、玄関の施錠を含めて身体拘束をしないケア
に取り組んでいる

(別紙の２)

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

住み慣れた地域で住み続けたいとの願いが
実現できるように、そしてその人らしく元気に
安心して暮らしていただけるようにしていま
す。理念は見やすいところにに掲げていま
す。

法人理念とグループホームの理念「住み慣れた地域で自分
らしくいきいきとゆっくりあせらず一緒に暮らす」が玄関に掲
げられ来訪者に分かりやすくなっている。法人の全体会議で
も法人理念や15項目からなる「ご利用者に対する宣言」を読
み合わせ意識づけをしている。あくまでも利用者を主体とし、
職員は理念に沿ったケアを実践している。

萩地域で、一日も早く地域の一員となれるよ
う、自治会に加入し、隣組で回覧板を回した
り地域の草刈りなどに参加しています。

自治会に加わり自治会の総会にも参加し、回覧板も回ってく
る。利用者とともに地区で行われる祭りやどんど焼きなどの
行事にも参加している。主要道路からホームに入る取り付け
道路の雪かきなども近所の方と一緒に行なっている。民生
委員の方々から地区で行なっている茶話会などに誘われて
いるが今のところ利用者が出席できないので歌のプリントな
ど会で配布された資料を届けていただいている。地区の福
祉委員のOB会「ほほえみの会」のメンバーも訪れており、手
作りの小座布団やねこ(ちゃんちゃんこ)などの寄付を頂いて
いる。近所の小学生が隣接の認知症デイサービスに来た折
に立ち寄ったり、中学生の「サマチャレ」や学生の実習の受
け入れなどを積極的に行っている。隣接の認知症デイサー
ビスと合同で開所祝や交流会なども企画し地区の方にも参
加していただいている。

萩地域での知名度はまだまだです。運営推
進会議等を通じグループホームを知って頂
き、お困りのことなどの相談をしていただけ
るようになればと考えています。

会議では意見交換を通じて、地域の方にグ
ループホームを知っていただくことから始め
ています。また、参加しやすい雰囲気作りと
いうことで参加者の方から会議の愛称を付
けていただきました。

偶数月に隣接の認知症デイサービス「萩の家」と合同で実施
している。家族、地区役員、長寿会会長、民生委員、福祉委
員、市職員、地域包括支援セーター職員をメンバーとし15人
前後の方が一同に介しホームからの活動報告の後、質問や
提案等をいただきホームの運営に反映している。大勢の委
員の方に参加していただくことで認知症やホームについて深
く理解していただき、利用者の万が一の離設にも協力をいた
だいている。

運営推進会議にご参加いただき、萩地域へ
のグループホームの理解を広げるご協力を
いただいています。

成年後見制度を利用している方がいるので市との連絡は密
にしている。介護相談員の受け入れをしており3～4ヶ月に1
回2名の方が来訪し、利用者と面談後、退出時に職員に感
想等を話している。介護認定の更新時の申請をしたり認定
調査員の来訪時には情報等を提供している。

夜間の防犯上の施錠以外は鍵をかけてい
ません。日中も外へ出ることは自由です。安
全に外出ができるよう、職員は見守り、同行
できるようにしています。

「身体拘束の禁止」について重要事項で約束しており、緊急
やむを得ず行なう場合の手続きについて個別に説明がされ
るようになっている。月1回の法人の全体会議の時にも研修
の機会を必ず設け、身体拘束をしないケアを実践している。
日中、玄関は開錠しており外出傾向の見られる利用者には
職員が付き添って外に出かけ気分転換している。ホームの
ある地区でも今後、民生委員の方々を中心に｢SOSコール｣
という名称での地域のお年寄りを見守る訓練が行われる予
定があり、ホームにとっても心強い取組みとして期待がされ
る。
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萩・曲尾グループホーム

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

7 ○虐待の防止の徹底
管理者や職員は、高齢者虐待防止関連法につい
て学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所内で
の虐待が見過ごされることがないよう注意を払
い、防止に努めている

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用
管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年
後見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必要
性を関係者と話し合い、それらを活用できるよう支
援している

9 ○契約に関する説明と納得
契約の締結、解約又はや改定等の際は、利用者
や家族等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を
行い理解・納得を図っている

10 （6） ○運営に関する利用者、家族等意見の反映
利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員な
らびに外部者へ表せる機会を設け、それらを運営
に反映させている

11 （7） ○運営に関する職員意見の反映
代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や
提案を聞く機会を設け、反映させている

12 ○就業環境の整備
代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤
務状況を把握し、給与水準、労働時間、やりがい
など、各自が向上心を持って働けるよう職場環境・
条件の整備に努めている

13 ○職員を育てる取り組み
代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実
際と力量を把握し、法人内外の研修を受ける機会
の確保や、働きながらトレーニングしていくことを
進めている

14 ○同業者との交流を通じた向上
代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機
会を作り、ネットワークづくりや勉強会、相互訪問
等の活動を通じて、サービスの質を向上させてい
く取り組みをしている

法人として取り組んでいます。「高齢者施設
アザレアンさなだ」の宣言を毎月の職員全
体会議で読み合わせしています。日頃の言
葉遣いなどもお互いに注意できるようにして
います。

成年後見制度を利用する方があり、折にふ
れ職員間で学んでいます。

ご利用前に体験をしていただいたり、契約内
容については十分に説明を行っています。
利用料金、重度化、医療連携体制について
も詳しく説明し、随時疑問点にはお答えして
います。

ご家族来所時にはお話を伺い、ご要望やご
意見を伺うようにはしています。また、介護
相談員の訪問や家族会等でご要望ご意見
伺い、運営に反映するように心がけていま
す。

利用者のうち三分の二の方は意見や思いを言葉で表すこと
ができ、そのほかの方についても声がけに対しての表情や
仕草で推し量っている。同じ法人の運営する他の2グループ
ホームと合同で「真清山会」という家族会が作られており、新
年会や総会などで年三回集まり、利用者も参加する中で家
族から意見・要望を聞くように心がけている。家族のホーム
への来訪時にも要望や意見を聞き情報として職員間で共有
し、運営にも反映している。家族会としての「にこにこ通信」と
グループホームのおたよりが家族のもとへ届けられ意思疎
通を図っている。

日頃より、職員の意見、提案等には耳を傾
け、チームにフィードバックし、話し合い、業
務のあらゆることについてより良くなるよう努
力しています。

月1回の法人の全体会議や4グループホームの部会、ホー
ム独自のカンファレンス等で職員は意見や提案を出してい
る。グループホームを統括しているリーダーによる面接があ
り、職員の異動の希望や家庭事情などについても話すこと
ができ、働きやすい環境づくりがされている。

法人として、子育て支援や有給休暇を時間
単位で取得できるように、働きやすい環境づ
くりに努めています。職場内でも勤務につい
ては職員と随時相談しています。

法人の全体会議では毎月研修を行い、学ぶ
機会が持てるようにしています。グループ
ホームでも毎月の勉強会を開催し、学ぶ機
会を設けています。

近隣のグループホームとの連絡会があり、
相互に訪問して活動状況を学び合っていま
す。親睦会も行われ、同業者との交流を
行っています。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

ⅡⅡⅡⅡ....安心安心安心安心とととと信頼信頼信頼信頼にににに向向向向けたけたけたけた関係関係関係関係づくりとづくりとづくりとづくりと支援支援支援支援
15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスを導入する段階で、本人が困っているこ
と、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、本人の
安心を確保するための関係づくりに努めている

16 ○初期に築く家族等との信頼関係
サービスを導入する段階で、家族等が困っている
こと、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、関係
づくりに努めている

17 ○初期対応の見極めと支援
サービスを導入する段階で、本人と家族等が「そ
の時」まず必要としている支援を見極め、他の
サービス利用も含めた対応に努めている

18 ○本人と共に過ごし支えあう関係
職員は、本人を介護される一方の立場におかず、
暮らしを共にする者同士の関係を築いている

19 ○本人を共に支えあう家族との関係
職員は、家族を支援される一方の立場におかず、
本人と家族の絆を大切にしながら、共に本人を支
えていく関係を築いている

20 （8） ○馴染みの人や場との関係継続の支援
本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場
所との関係が途切れないよう、支援に努めている

21 ○利用者同士の関係の支援
利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せ
ずに利用者同士が関わり合い、支え合えるような
支援に努めている

サービスをお使いいただく前にはご本人とご
家族と話し会い、困っている事や心配なこ
と、希望等について伺うようにしています。

ご家族がこのサービスをお使いいただく決
断をされるに至った経緯や御苦労について
伺い、ご家族の思いを受け止め、安心して
利用開始していただけるよう努めています。

サービス導入時にはグループホームを見て
いただいたり、体験できる状況であれば体
験していただいています。ご家族のご要望
や必要なサービスが別のものであれば、他
のサービスにつなげるようにしています。

介護される側、する側ではなく、一人の人生
の先輩としてその方の生き方に学びなが
ら、生活を応援し、応援されながら協働で暮
らしています。

ご家族がいつでも来所されやすい雰囲気作
りに努め、ご家族も一緒にご本人を支えてく
ださる存在として大切にしています。

自宅や知人宅などにも出かけ、馴染みの
方々とあって話ができるようにしています。
また、馴染みの方も訪ねて来て下さり、昔話
に花が咲くこともあります。

時々ではあるが昔の職場仲間の訪問を受ける利用者がい
る。また、若い時から利用している理髪店の方が訪問理髪
でホームに来訪し旧交を温めている利用者もいる。家人の
月命日にお参りに出掛ける方や正月に連泊で自宅へ戻る方
もいる。親戚の店があり、本人だけでなく他の利用者も一緒
に出かけお茶を飲んで顔を見ながら話をしている。ホームで
は利用前からの馴染みの関係をできるだけ継続するように
各方面に働きかけている。

ご利用者同士の関係は日々変わります。馴
染みの関係であってもその時々の心身の状
態によってうまくできないこともあり、職員が
さりげなく間に入ってお互いを尊重し、また
関係が保てるようにしています。
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萩・曲尾グループホーム

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

22 ○関係を断ち切らない取組み
サービス利用（契約）が終了しても、これまでの関
係性を大切にしながら、必要に応じて本人・家族
の経過をフォローし、相談や支援に努めている

ⅢⅢⅢⅢ．．．．そのそのそのその人人人人らしいらしいらしいらしい暮暮暮暮らしをらしをらしをらしを続続続続けるためのけるためのけるためのけるためのケアマネジメントケアマネジメントケアマネジメントケアマネジメント
23 （9） ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握
に努めている。困難な場合は、本人本位に検討し
ている

24 ○これまでの暮らしの把握
一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環
境、これまでのサービス利用の経過等の把握に努
めている

25 ○暮らしの現状の把握
一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する
力等の現状の把握に努めている

26 （10） ○チームでつくる介護計画とモニタリング
本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方
について、本人、家族、必要な関係者と話し合い、
それぞれの意見やアイディアを反映し、現状に即
した介護計画を作成している

27 ○個別の記録と実践への反映
日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を
個別記録に記入し、職員間で情報を共有しながら
実践や介護計画の見直しに活かしている

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化
本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズ
に対応して、既存のサービスに捉われない、柔軟
な支援やサービスの多機能化に取り組んでいる

退居されると疎遠になってしまいがちです
が、ご入院の方にはお見舞いに伺い、お亡
くなりの場合にはご葬儀やお盆にご焼香に
伺わせて頂いています

ご本人の言葉に耳を傾け、ご本人の思いを
汲み取るように努力しています。また、言葉
で表現が難しくなっても表情や生活歴や
様々な情報を基にご本人の思いに添うよう
にしています。

利用者が今困っていることや心配なことを言う場合も多い
が、「家に帰りたい」という利用者の「家」が自宅でなく嫁ぐ前
の実家であったりすることもあり、職員はその内容を検討し
適切に対応している。口には出せない利用者には思いを
日々の行動や表情から汲み取っている。

利用開始時にはご本人やご家族から生活
歴を伺います。グループホームでの生活を
する中で新たな情報が加えられ、日々の暮
らしに活かされています。

昨日出来た事が今日はできるとは限らなく
ても、また出来る日もあるかもしれないと、
日々、その方の心身状態を把握し、職員間
でも情報交換しつつ一日を過ごしていただ
いています。

ご本人、ご家族の意向に沿えるよう日頃か
ら話し合いを持てるようにしています。ご本
人ができること、やりたいことに着目して介
護計画を作成しています。

利用者や家族からの要望を聞き、職員間でのカンファレンス
で検討し、現状に沿った計画を作成している。3ヶ月ごとに見
直しも行っている。ホームでの看取りについて家族と合意し
ていた利用者が計画に沿って介護した結果食べることがで
きるようになり元気になったという。利用者や家族との意思
疎通を図りながら、状況に変化がある時にはその都度変更
している。

１週間の身体状況、食事量等がわかりやす
く記入され、ケアでの気づきも同じ１枚の中
で記入されています。職員間でも情報を共
有しながら、日々の暮らしの実践に活かして
います。

訪問看護ステーションとの契約により重度
化した場合や終末期の対応が可能で、ご本
人やご家族の意向に沿えるように努力して
います。
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萩・曲尾グループホーム

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

29 ○地域資源との協働
一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握
し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊かな
暮らしを楽しむことができるよう支援している

30 （11） ○かかりつけ医の受診支援
受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納得
が得られたかかりつけ医と事業所の関係を築きな
がら、適切な医療を受けられるように支援している

31 ○看護職との協働
介護職は、日常の関わりの中でとらえた情報や気
づきを、職場内の看護職や訪問看護師等に伝え
て相談し、個々の利用者が適切な受診や看護を
受けられるように支援している

32 ○入退院時の医療機関との協働
利用者が入院した際、安心して治療できるように、
又、できるだけ早期に退院できるように、病院関係
者との情報交換や相談に努めている。あるいは、
そうした場合に備えて病院関係者との関係づくり
を行っている。

33 （12） ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援
重度化した場合や終末期のあり方について、早い
段階から本人・家族等と話し合いを行い、事業所
でできることを十分に説明しながら方針を共有し、
地域の関係者と共にチームで支援に取り組んで
いる

34 ○急変や事故発生時の備え
利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職
員は応急手当や初期対応の訓練を定期的に行
い、実践力を身に付けている

35 （13） ○災害対策
火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず
利用者が避難できる方法を全職員が身につける
とともに、地域との協力体制を築いている

地域の行事に参加したり、地域のスー
パー、郵便局、美容院へ出かけています。
出かけることができない状況でも、地域のな
じみの理容店が来てくださることもあります。

ご入居後もかかりつけの病院は変わりませ
ん。ご本人やご家族の希望に応じて対応し
ています。また、協力医による往診がありま
す。必要時には速やかに主治医の医療機
関へ受診できるようにしています。

基本的には利用前からのかかりつけ医を継続している。3週
間に1回、協力医による往診があることから家族の要望で協
力医をかかりつけ医として変更する方もいる。定期的な受診
については家族の付き添いを原則としているが、家族の都
合がつかない時や緊急の場合は職員が付き添い、利用者
の個別記録も持参し現状を伝えている。必要に応じ協力歯
科の往診もある。月2回、訪問看護師が訪れ、ターミナル期
は毎日来訪している。職員間でも連絡ノートを通じて受診結
果等の情報が共有できるようになっている。

訪問看護ステーションとの契約に基づき、日
頃の健康管理、相談を行っています。緊急
時も２４時間、相談ができる体制になってい
ます。

入院時にも出来るだけ多く見舞うようにして
います。病院、ご家族、訪問看護師との情
報交換を行いながら、できるだけ早期に退
院できるようにしています。

ご入居時に重度化、終末期についての指針
の説明を行っています。また、重度化した時
には主治医、看護師、ご家族との話し合い
を持ち、終末期についての支援の方向性を
検討しています。

移転前のホームから現在まで10人以上の利用者を看取って
きた。新築移転後も看取りをしており畳敷きの相談室にはミ
ニ仏壇が置かれお亡くなりになられた方のスナップ写真も添
えられていた。ターミナル期のケアに入ると訪問看護師が毎
日数回入り、本人も他の利用者や職員との生活を普段通り
続けている。重度化や看取りについての職員研修も行われ
ており、現在の職員も経験者が殆どでホームの体制は整っ
ている。

法人の全体会議にて救急救命法の講習を
受けられるようにしています。また、消防署
で行う救急法の講習会にも参加していま
す。

防災訓練を行っています。地域の方、ご近
所の方にも呼びかけ、参加していただいて
います。また、萩自治会の防災訓練にも参
加しています。

年2回、隣接の認知症対応型デイサービスとの合同訓練が
実施されている。うち1回は通報連絡、消火、避難誘導の総
合訓練で近所の方や地域包括支援センターの職員なども参
加している。緊急時には車椅子を必要とする利用者が多い
が、訓練にも参加している。スプリンクラーや煙探知機等も
完備され、母体の特別養護老人ホームには災害時の備蓄も
されている。
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萩・曲尾グループホーム

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

ⅣⅣⅣⅣ．．．．そのそのそのその人人人人らしいらしいらしいらしい暮暮暮暮らしをらしをらしをらしを続続続続けるためのけるためのけるためのけるための日日日日々々々々のののの支援支援支援支援　　　　
36 （14） ○一人ひとりの尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシーを
損ねない言葉かけや対応をしている

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援
日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、自
己決定できるように働きかけている

38 ○日々のその人らしい暮らし
職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一
人ひとりのペースを大切にし、その日をどのように
過ごしたいか、希望にそって支援している

39 ○身だしなみやおしゃれの支援
その人らしい身だしなみやおしゃれができるように
支援している

40 （15） ○食事を楽しむことのできる支援
食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好み
や力を活かしながら、利用者と職員が一緒に準備
や食事、片付けをしている

41 ○栄養摂取や水分確保の支援
食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて
確保できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣に応
じた支援をしている

42 ○口腔内の清潔保持
口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一
人ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔ケア
をしている

お一人お一人を尊重し、丁寧な言葉がけに
努めています。日頃の会話の中に、プライ
バシーに関わる話題が多く、ご本人の自尊
心を大切に言葉がけをするよう努力してい
ます。

法人の「ご利用者に対する宣言」に利用者一人ひとりを人生
の大先輩として敬い、自分の親と思って接することが掲げら
れている。「利用者の人権、プライバシー保護のためのマ
ニュアル」もあり利用者の尊厳や人権意識について周知徹
底している。利用者から他の利用者のプライバシーに配慮し
居室の入口に長めのノレンを下げるようにしたらどうかとの
助言もあり対応したこともある。

日常生活の中で様々な場面でご本人の意
思、希望を伺い、ご本人が決められるように
しています。

お一人、お一人のペースを大切にしていま
す。その日のご本人の心身の状態に合わ
せ、希望に合わせ過ごして頂けるようにして
います。

行きつけの床屋さん、美容院に出かけたり、
来ていただいています。生活習慣や好みに
合わせてそのひとらしいおしゃれや身だしな
みができるようにしています。

食材のお買い物に一緒に出かけたり、材料
を見て、一緒に作ったり、盛り付けしたり、１
回１回の食事を大切にしています。

半介助の方を含め介助が必要な利用者が半数ほどいる。夕
食時は職員1名体制となることから状況に合わせ介助が必
要な方には時間をずらし対応している。ミキサー食やトロミを
つける方もおり一人ひとりに合わせた配慮をしている。昼食
時には職員も 利用者の間に入り話題を投げかけ楽しそうに
食べていた。利用者も皮むきや下準備、また、男性利用者も
行事などの時にゴマをすったりしてお手伝いしている。近所
からも大根などの沢山の野菜や果物の差し入れがあり、食
卓を彩っている。誕生日には本人の希望で家族と外食した
り、希望する献立でお祝いしている。

食事量・水分量の記録を行い、体調や排
便、尿量などの記録と合わせ、その方の心
身の状態が良好に保てるように支援してい
ます。

一人一人の生活習慣や意向を踏まえ、個別
に働きかけを行っています。自分でできる方
は見守りをし、できない方にはご本人の力に
応じた口腔ケアを行っています。
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萩・曲尾グループホーム

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

43 （16） ○排泄の自立支援
排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとり
の力や排泄のパターン、習慣を活かして、トイレで
の排泄や排泄の自立にむけた支援を行っている

44 ○便秘の予防と対応
便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工
夫や運動への働きかけ等、個々に応じた予防に
取り組んでいる

45 （17） ○入浴を楽しむことができる支援
一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を
楽しめるように、職員の都合で曜日や時間帯を決
めてしまわずに、個々にそった支援をしている

46 ○安眠や休息の支援
一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じ
て、休息したり、安心して気持ちよく眠れるよう支
援している

47 ○服薬支援
一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用
法や用量について理解しており、服薬の支援と症
状の変化の確認に努めている

48 ○役割、楽しみごとの支援
張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一
人ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好品、
楽しみごと、気分転換等の支援をしている

49 （18） ○日常的な外出支援
一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出か
けられるよう支援に努めている。又、普段は行け
ないような場所でも、本人の希望を把握し、家族
や地域の人々と協力しながら出かけられるように
支援している

２４時間の排泄の記録を行い、ご自分でトイ
レにいけない方でもトイレ誘導を行い、でき
るだけ失敗なく清潔に過ごして頂けるように
しています。自立の方でも自尊心を損なわ
ないよう関わらせていただいています。

オムツを使用する方は少なく、布パンツとパット、リハビリパ
ンツとパットを使用し声掛けによりトイレでの排泄を促してい
る。大半の方がトイレを使っているが、尿意や便意も日によ
りまちまちであるので時間と様子を見ながら動き始めた時点
でトイレ誘導している。一人ひとりの状態に合わせ常に支援
内容の見直しをしている。

便秘予防として、水分の摂取と繊維質の食
べ物、野菜が多く取れるようにしています。

希望があれば毎日でも入浴していただけま
す。入浴を好まれない方は、ご本人が楽しく
入浴できるような声掛けなど工夫していま
す。ターミナル期の方もグループホームで
ゆっくり入浴していただいています。

利用者全員の見守りが必要で、洗身、洗髪が可能な方はわ
ずかで何らかの介助が必要となっている。場合によっては同
じ法人の訪問入浴を利用することもできるが、リフト浴も取り
入れたので身体機能の低下がみられる利用者も職員の工
夫によりゆっくり安心して入浴が楽しめている。ゆず湯などで
雰囲気を変えたり、家族と一緒に温泉に行く利用者もいる。

一人ひとり休みたい時間に就寝されていま
す。日中も、眠い時にはお好きな場所で休
んで頂いています。

内服内容は１冊にファイルし、すぐ確認でき
る状態になっています。薬は１回分ずつト
レーに出し、飲み忘れの無いようにしていま
す。職員間で毎回声を掛け合って誤薬の無
いように確認しています。

生活の中で出来る事はその時々の心身の
状態、体調に合せて、その方の楽しみとして
無理なく行っていただいています。その方の
出来ることを決めつけず、日々新しい力を発
揮していただくこともあります。

自宅や馴染みの場所へ、ご希望時には外
出していただいています。地域の行事、小学
校、保育園などの行事にもご本人の希望を
伺いながら出かけています。四季折々には
ドライブに遠出することもあります。

利用者の当日の状況や天気などを見て職員とホーム付近を
散歩したり、食材の買い物に交替で出掛けている。初詣やお
花見、小学校の運動会・音楽会、法人本部主催の「いきいき
祭り」などにも出掛けている。天気の良い日にはテラスでお
茶を楽しんだりして気分転換も図っている。

7/8



萩・曲尾グループホーム

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

50 ○お金の所持や使うことの支援
職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解し
ており、一人ひとりの希望や力に応じて、お金を所
持したり使えるように支援している

51 ○電話や手紙の支援
家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙
のやり取りができるように支援をしている

52 （19） ○居心地のよい共用空間づくり
共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴
室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混乱をま
ねくような刺激（音、光、色、広さ、温度など）がな
いように配慮し、生活感や季節感を採り入れて、
居心地よく過ごせるような工夫をしている

53 ○共用空間における一人ひとりの居場所づくり
共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利
用者同士で思い思いに過ごせるような居場所の
工夫をしている

54 （20） ○居心地よく過ごせる居室の配慮
居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談
しながら、使い慣れたものや好みのものを活かし
て、本人が居心地よく過ごせるような工夫をしてい
る

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり
建物内部は一人ひとりの「できること」「わかるこ
と」を活かして、安全かつできるだけ自立した生活
が送れるように工夫している

ご本人の希望でお財布とお金を持っていた
だいている方もいます。買いたいものがあ
れば、ご自分でお財布を持ち、買物に出か
け支払っていただくこともできます。

ご家族へお手紙を書かれても、住所が書け
ない場合は代筆であて名を書き、一緒にポ
ストへ投函しています。ファックスでお誕生
日のお祝いをメッセージを送られた方もあり
ます。電話はご自由におかけいただけま
す。

季節の花などを飾り、居間にはこたつを置
き、くつろげる環境づくりを努力しています。
居間と食堂が同じ空間であるため、広すぎ、
時間と空間を区切る工夫が今後の課題で
す。

共有部分には床暖房が施され、リビングには炬燵とソ
ファー、食事用のテーブルが置かれている。職員が工夫した
加湿器がわりのプラスチック容器にタオルの下部を浸し上部
をハンガーにかけたものも使われていた。台所からも見渡し
がきき職員が調理しながらリビングの利用者と話すこともで
きる。利用者は職員を手伝ったり一人で本や新聞を読んだ
り、昔の唄を歌ったりと、自由で気ままな生活を送っている。

新しい環境で馴染んだ昔風の設えではあり
ませんが、ご本人がわかるように配慮し、使
い勝手良く、できるだけ自立した生活が送れ
るよう支援しています。

食事席はほぼ固定化しており、そこがお一
人お一人にとっての居心地の良い場所に
なっているようです。食堂からすぐ外へ出ら
れ、外で日向ぼっこやお茶飲みもできます。

お部屋にはご自分の使い慣れた家具などを
お持ちいただくようにしています。ご自分で
縫った布団や枕を持ち込みお使いいただい
ている方もいます。

居室は畳み敷きで利用者全員がベッドを持ち込み、タンスや
姿見など思い思いの家具を持ち込み使い勝手が良いよう配
置している。押入れや衣装掛けがあり、エアコンも備え付け
られている。家族や思い出の写真等をタンスの上に飾ってい
る居室も見られた。プライバシー確保のため入口に長めのノ
レンをかけた居室もあり、整理整頓が行き届き、すっきりとし
た感じの居室が多く見受けられた。
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